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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 35,349 5.7 4,735 110.4 4,880 115.4 2,752 73.2
24年3月期第3四半期 33,429 6.9 2,250 47.1 2,266 43.4 1,589 160.5

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 2,803百万円 （82.5％） 24年3月期第3四半期 1,536百万円 （158.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 43.15 ―
24年3月期第3四半期 24.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 38,758 29,484 76.1 462.21
24年3月期 33,960 27,130 79.9 425.28
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  29,484百万円 24年3月期  27,130百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
25年3月期 ― 3.00 ―
25年3月期（予想） 4.00 7.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,200 △1.3 5,200 55.4 5,300 58.3 2,600 38.5 40.76



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続きが実施中です。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成24年10月24日に公表いたしました連結業績予想について、本資料において修正しております。詳細につきましては、本日公表いたしました「特別損失の
発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。  
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 70,156,394 株 24年3月期 70,156,394 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 6,365,817 株 24年3月期 6,361,150 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 63,793,308 株 24年3月期3Q 63,798,481 株
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当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、期初における国内需要回復を中心とする景気の緩や

かな上昇傾向が、夏場以降には輸出の不振や設備投資の減少等により逆に減速感が見られるようになって

きました。海外においては、依然財政金融危機問題がくすぶる欧州向け輸出の低迷等により、中国をはじ

めとする新興国経済が減速傾向にあり、全体として先行き予断を許さない不透明な状況が続いておりま

す。  

 この間における我が国の銅電線需要量は、自動車部門および建設・電販向け需要については比較的堅調

に推移したものの、特に電力向け需要がコスト削減に伴う設備投資の抑制により低迷したため、全体とし

ては若干の増にとどまりました。電子材料については、スマートフォン、タブレットＰＣ向け需要に急激

な変動があったものの比較的好調に推移したことを除いては、国際競争力低下による輸出の不振により厳

しい状況となっております。  

 当第３四半期連結累計期間において当社グループは、このような環境下にあって引き続き効率的な生

産・販売活動を推進し、事業運営全般にわたる競争力の強化に取り組むなど、鋭意業績の維持向上に努め

てまいりました。  

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期実績比５．７％増の３５３億４千９百

万円、営業利益は前年同期実績比１１０．４％増の４７億３千５百万円、経常利益は前年同四半期実績比

１１５．４％増の４８億８千万円、四半期純利益は、前年同四半期実績比７３．２％増の２７億５千２百

万円となりました。  

 以下、セグメントごとの業績の概況は次のとおりであります。なお、各セグメント売上高の金額にはセ

グメント間取引を含んでおり、セグメント損益は、営業損益をもって算定しております。 

  

＜電線・ケーブル事業＞  

 通信ケーブルは、主要需要先からの大幅な受注減少により、売上高は大きく減少いたしました。電線ケ

ーブルについても、建設・電販向けはやや回復が見られたものの、電力会社の配電線更新投資の圧縮や発

電関連の需要の減少等により、前年同四半期に対し販売量は減少いたしました。  

 その結果、電線・ケーブル事業の売上高は、販売量の減少と電線販売価格の基準となる銅価格が昨年度

に比べ下落したことにより、前年同四半期実績比１４．２％減の１９２億４千４百万円となりました。営

業損益については、事業構造改善によるコスト削減並びに前年同四半期は銅価急落による評価損を計上し

たことにより前年同四半期実績比５億２千９百万円改善され第３四半期には営業利益が黒字化しました。

なお、当第３四半期連結累計期間では、２億９千４百万円の営業損失となりました。 

  

＜電子材料事業＞  

 当事業の主要製品である機能性フィルム等の導電機能性材料は、スマートフォンやタブレットＰＣ向け

需要が、夏場以降、秋冬新規モデル向けの旺盛な需要に牽引され急伸する一方で、第３四半期終盤には急

減するなど市場の急激な変動がありましたが、全般としては引き続き好調に推移いたしました。その結

果、電子材料事業の売上高は、前年同四半期実績比５０．３％増の１５０億６千８百万円、営業利益は、

前年同四半期実績比６４．６％増の５３億２千４百万円となりました。  

  

＜新規事業＞  

 当社グループの新規事業であるフォトエレクトロニクス事業分野の売上高は、前年同四半期実績比２

１．２％増の２億２千６百万円、営業損益は、前年同四半期実績比３千９百万円改善し、３千３百万円の

営業損失となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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＜その他＞  

 機器システム事業におけるシステム製品及び環境分析事業の売上増により、売上高は、前年同四半期実

績比３．６％増の８億２千５百万円となりました。営業損益は、売上高の増加に加えコスト削減の効果等

により前年同期実績比８千３百万円改善し、４千４百万円の営業利益となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、短期貸付金の増加を主とし

て、棚卸資産の増加および有形固定資産の増加等により総資産は４７億９千８百万円増加し、３８７億５

千８百万円となりました。 

 負債は、未払金、未払法人税等および長期借入金の増加等により、２４億４千４百万円増加し、９２億

７千４百万円となりました。 

 純資産は、配当金の支払いによる減少、株価下落によるその他有価証券評価差額金の減少等があったも

のの、主に四半期純利益の計上により２３億５千３百万円増加し、２９４億８千４百万円となりました。

  

今後につきましては、第３四半期累計期間の業績を踏まえ、通期を見直した結果、２０１２年度の通期

は、売上高４５２億円、営業利益５２億円、経常利益５３億円、当期純利益２６億円を見込んでおりま

す。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

（原価差異の繰延処理） 

 原材料費及び加工費の原価差異については、流動資産に繰り延べております。 

  

該当事項はありません。  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 749 1,141

受取手形及び売掛金 14,643 12,957

製品 1,211 1,324

仕掛品 2,349 3,464

原材料及び貯蔵品 731 672

繰延税金資産 254 222

短期貸付金 5,699 8,722

その他 179 514

貸倒引当金 △202 △108

流動資産合計 25,615 28,911

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,159 2,619

機械装置及び運搬具（純額） 857 1,034

工具、器具及び備品（純額） 175 214

土地 2,937 2,923

建設仮勘定 256 1,159

有形固定資産合計 6,385 7,952

無形固定資産

ソフトウエア 70 91

ソフトウエア仮勘定 43 11

施設利用権 5 6

その他 1 5

無形固定資産合計 121 114

投資その他の資産

投資有価証券 496 466

長期前払費用 65 59

前払年金費用 958 1,002

繰延税金資産 244 183

その他 93 80

貸倒引当金 △20 △12

投資その他の資産合計 1,837 1,780

固定資産合計 8,344 9,847

資産合計 33,960 38,758
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,933 3,549

未払金 183 1,299

未払費用 939 604

未払法人税等 902 1,199

その他 172 307

流動負債合計 5,131 6,960

固定負債

長期借入金 1,000 1,600

退職給付引当金 92 95

役員退職慰労引当金 33 40

総合設立厚生年金基金引当金 110 148

環境対策引当金 72 149

製品保証引当金 12 11

事業構造改善引当金 156 59

資産除去債務 208 208

その他 12 1

固定負債合計 1,697 2,314

負債合計 6,829 9,274

純資産の部

株主資本

資本金 6,676 6,676

資本剰余金 4,536 4,536

利益剰余金 17,402 19,708

自己株式 △1,579 △1,581

株主資本合計 27,036 29,340

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96 79

繰延ヘッジ損益 1 67

為替換算調整勘定 △4 △3

その他の包括利益累計額合計 94 144

純資産合計 27,130 29,484

負債純資産合計 33,960 38,758
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 33,429 35,349

売上原価 27,434 26,238

売上総利益 5,995 9,111

販売費及び一般管理費 3,744 4,376

営業利益 2,250 4,735

営業外収益

受取利息 6 9

受取配当金 13 12

貸倒引当金戻入額 － 90

その他 73 95

営業外収益合計 93 207

営業外費用

支払利息 11 5

賃貸費用 7 6

開業費償却 35 24

その他 23 25

営業外費用合計 78 62

経常利益 2,266 4,880

特別利益

固定資産売却益 267 －

貸倒引当金戻入額 140 －

特別利益合計 407 －

特別損失

投資有価証券評価損 1 6

ゴルフ会員権売却損 10 0

減損損失 － 192

固定資産除却損 0 3

環境対策引当金繰入額 － 73

特別損失合計 13 275

税金等調整前四半期純利益 2,660 4,605

法人税、住民税及び事業税 1,027 1,790

法人税等調整額 42 61

法人税等合計 1,070 1,852

少数株主損益調整前四半期純利益 1,589 2,752

四半期純利益 1,589 2,752
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,589 2,752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42 △16

繰延ヘッジ損益 － 66

為替換算調整勘定 △10 0

その他の包括利益合計 △53 50

四半期包括利益 1,536 2,803

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,536 2,803

少数株主に係る四半期包括利益 － －

タツタ電線(株)(5809)平成25年3月期 第3四半期連結決算短信

-8-



該当事項はありません。 
  

 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器システム製 

       品事業、環境分析事業を含んでおります。 

    ２．セグメント利益又は損失の調整額△102百万円には、セグメント間取引消去8百万円、各報 

     告セグメントに配分していない全社費用△110百万円が含まれております。全社費用は、主 

       に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究費用であります。 

    ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器シ  

     ステム製品事業、環境分析事業を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又は損失の調整額△304百万円には、セグメント間取引消去7百万 

     円、各報告セグメントに配分していない全社費用△312百万円が含まれておりま 

     す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究費用であ 

     ります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行ってい 

     ます。 
  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

電線・ 
ケーブル
事業

電子材料
事業

新規事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 22,433 10,027 186 32,647 781 33,429 ― 33,429

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― ― ― ― 15 15 △15 ―

計 22,433 10,027 186 32,647 796 33,444 △15 33,429

  セグメント利益 
   又は損失（△）

△807 3,234 △35 2,392 △39 2,352 △102 2,250

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

電線・ 
ケーブル
事業

電子材料
事業

新規事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 19,244 15,068 226 34,539 809 35,349 ― 35,349

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

― ― ― ― 15 15 △15 ―

計 19,244 15,068 226 34,539 825 35,365 △15 35,349

  セグメント利益 
   又は損失（△）

△294 5,324 △33 4,995 44 5,040 △304 4,735

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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